
１．期日および日程
　　開会式　令和２年10月16日（金）
　　競　技　令和２年10月16日（金）～10月17日（土）
　　閉会式　令和２年10月17日（土）

　　令和２年10月16日（金）8：00～ 開館
計量男女各7階級（詳細の時間帯は、下記12に）

9：30～9：50 審判会議
10:00～ 開会式・男女団体試合

　　令和２年10月17日（土）8：00～ 開館
9：00～9：20 審判会議
9:30～ 開始式・男女個人試合

表彰式・閉会式
２．会　　　場
　　釜石市民体育館〒029-0131 〒026-0301岩手県釜石市鵜住居町第15地割64番地1　0193-27-5511
３．参加資格
　　⑴　岩手県高等学校体育連盟加盟校の生徒であること。
　　⑵　全日制は２学年以下、定時・単位・通信制は３学年以下に在学し、平成１４年４月２日以降の
　　　  出生者であること。また、同一学年で２度出場することはできない。
　　⑶　令和２年度岩手県柔道連盟登録者であること。
　　⑷　参加申込書への記載内容が、大会プログラムとホームページへ掲載されることを承諾できること。
４．競技方法および競技規定
　　⑴　団体試合（男子５人制・３人制、女子３人制による「点取り試合」とする。）
　　　①　男子　５人制トーナメント戦（高校選手権ベスト８の地区枠・各地区１位校・参加希望校）
　　　　　　　　３人制トーナメント戦（参加希望校）
　　　②　女子　参加希望校全校によるトーナメント戦
　　⑵　個人試合（体重別トーナメント戦）
　　　①　男子　60㎏級　66㎏級　73㎏級　81㎏級　90㎏級　100㎏級　100㎏超級
　　　②　女子　48㎏級　52㎏級　57㎏級　63㎏級　70㎏級　78㎏級　78㎏超級

　　⑶　「国際柔道連盟試合審判規定」による。ただし、延長戦（ゴールデンスコア）は個人試合・

　　　　　団体試合の代表戦で行う。
　　⑷　試合時間
　　　①　団体試合は「３分間」とする。（ただし決勝は４分）
　　　②　個人試合の男女全て「３分間」とする。
　　⑸　その他については、監督会議において申し合わせる。
５．参加制限
　　⑴　団体試合は、１校１チームとし、全・定の混合は認めない。また、男子は５人制か３人制の
　　　 ちらか一方の参加を選ぶ。合同チームでの参加は柔道専門部申し合わせ事項を参照すること。
　　　①　男子　５人制（監督１名、選手５名、補欠２名、マネージャー１名、計９名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　＊選手が３名以上いる場合は参加できる。
　　　　　　　　３人制（監督１名、選手３名、補欠２名、マネージャー１名、計７名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　＊選手が２名以上いる場合は参加できる。
　　　②　女子（監督１名、選手３名、補欠２名、マネージャー１名、計７名）
　　　　※　団体試合推薦校（シード対象高校）
　　　　・男子（令和元年度岩手県高校柔道選手権大会の優勝校のみ推薦出場校）
　　　　　①　盛岡大学附属高校（スーパーシード方式対象校）　
　　　　　②～⑧のシードの位置には令和元年度県高校選手権のベスト８の地区枠に還元（スーパーシード方式対象校）
　　　　　　②盛岡地区の高校　③二戸地区の高校　③盛岡地区の高校　
　　　　　　⑤宮古地区の高校　⑤県南地区の高校　⑤久慈地区の高校　⑤釜石・気仙地区の高校
　　　　　　各地区１位校
　　　　・女子（令和元年度岩手県高校柔道選手権大会ベスト８の高校）
　　　　　　①盛岡南高校　②不来方高校　③盛岡中央高校　③盛岡第一高校　　
　　　　　　⑤花巻北高校　⑤一関第一高校　⑤大船渡高校　⑤宮古高校
　　⑵　個人試合
　　　①　男子　特に参加人数を制限しない。
　　　②　女子　特に参加人数を制限しない。
　　　 　③　 定時・単位・通信制は、各校合計４名以内の参加とする。また全日制個人試合へ参加申込しても良い。

　　　※個人試合推薦出場者

　　　・男子　１・２年大会で各階級２年生の部のベスト８、１年の部のベスト４計12名。

　　　・女子　１・２年大会で各階級ベスト４の者。

６．参加申込

　　⑴　締　切　　令和２年 9月11日（金）　必着

　　⑵　申込先　　所属地区の地区責任者　宛

　　　　盛岡地区・谷﨑勝広　　花巻地区・内舘達也　　北奥地区・鈴木竜矢　　県南地区・久保田厚　

　　　　釜石気仙地区・高橋奨吾　　宮古地区・飯田良徳　　久慈地区・熊谷篤　　二戸地区・南舘晋　
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　　⑶　申込方法で以下のことに注意すること。

     ①参加申込書Ａ(男子団体)・Ｂ（女子団体）・Ｃ(男子個人)・Ｄ（女子個人）用紙は必ずデジタルデータでも

　　　提出する事。（※Ａ・Ｂ用紙はプログラム原稿になる。）

　　 ②地区責任者は、9月18日（金）までに事務局（大槌高校・熊谷一郎宛まで、当該地区の各高校の申込用紙を

　　　送信すること。)

７．抽　選　会

　　⑴　期　日　　令和２年9月24日（木）　10：00～

　　⑵　場　所　　盛岡第一高等学校　白堊記念会館　　※　抽選は柔道専門部常任委員会で行う。

　　　　抽選結果は、柔道専門部のホームページを参照をすることとし、特に文書による連絡はしない。

８．参　加　料　団体試合：男女共　6,000円（１チーム）、個人試合：男女共　600円（１人）

　　　 ＊大会前日の監督会議時の受付で納入のこと

９．宿　　　泊

　⑵　締　切　　令和２年9月15日（火）

　⑶　申込先　　〒026-0024岩手県釜石市大町2丁目3-3（ホテルサンルート釜石 内）　旅館ホテル組合釜石支部
　

　　　℡0193-24-3311　　FAX0193-24-3446

　⑷　予納金　　１人　2,000円

10．監督会議・専門部委員会・伝達講習会

　⑴　期　日　　令和２年10月15日（木）

　　①　男女団体受付　　　　　　　14：00～14：30

　　②　監督会議　　　　　　　　　14：45～15：15

　　③　専門部委員会　　　　　　　15：15～16：15　＊専門部委員＝柔道部顧問

　⑵　場　所　　釜石市民体育館

　⑶　監督会議を欠席する場合は、必ず地区責任者を通じて墨書（もしくは墨書に準じて太くて大

　　きな字）で書かれた「オーダー用紙」と「参加申込書Ｅ用紙もしくはＦ用紙」を提出すること。また無断欠場は、

　　次年度の同大会への出場権を失う場合がある。

11．男子団体試合各地区１位戦

　　　柔道専門部各地区常任委員は、適宜の期日に男子団体試合（５人制トーナメント）参加希望校の

　　各地区順位戦を企画し地区１位を選出すること。選出方法は各地区に一任する。また各常任委員は、

　　その結果を抽選会時に持ち寄ること。抽選において、②～⑧のシードの位置には高校選手権ベスト８の

　　地区枠に還元（スーパーシード方式対象校）・各地区１位校はベスト８の次に準ずるシードとする。

12．計　　　量

　⑴男女の個人試合計量： ①令和２年10月16日（金）…非公式計量8：15～8：45・公式計量8：45～9:15　
　

②令和２年10月17日（土）…非公式計量8：00～8：30・公式計量8：30～8:45　

※公式計量①で失格した者は、翌日、公式計量②で軽量はできない。

13．新型コロナウイルス感染症への対応

　（１）今大会は無観客で実施する。各校顧問は選手、保護者へ周知すること。

　（２）参加選手（ﾏﾈｰｼﾞｬｰ含）、役員、引率教員、コーチは健康記録表を大会2週間前（10月1日）より記入し、監督会議前

　　　　に大会事務局に提出すること。健康記録表は柔道専門部HPからダウンロードすること。

　（３）以下の場合には大会会場への入場を断る。

　　　①体調がよくない場合（例：発熱（37度以上）・咳・咽頭痛などの症状がある場合）。

　　　②同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる場合。

　　　③過去14日以内に政府からの入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域等への渡航又は当該在住者との

　　　　濃厚接触がある場合。

　（４）大会参加者はマスクを着用すること。ただし、熱中症予防のため選手は試合、ウォーミングアップ時等はマスクを外

　　　　すこと。

　（５）監督、コーチ、は試合中の指示、指導は禁止する。

　（６）大会参加者はこまめな手洗い、アルコール等による手指消毒を実施すること。消毒液は大会事務局が各試合場に設置

　　　　する。

14．そ　の　他

　⑴　参加申込・宿泊申込は、期日厳守のこと。「必着」なので締切後は受け付けない。

　⑵　参加選手は、柔道衣の背に「ゼッケン」を必ず付けること。無い場合は「失格」となる。

　⑶　紅白の紐は、各参加校で準備すること。

　(4) この新人柔道大会は、第43回全国高等学校柔道選手権大会岩手県大会の第１次予選会とし、

      男子団体は５人制出場校へ、女子団体は単独チームでの出場校へ出場権を与える。

　　　男子個人試合各階級のベスト８の選手、女子個人試合各階級のベスト４の選手に出場権を与える。
　(5) 「脳震盪対応」および「試合場におけるコーチの振る舞い」については適用する。

　(7) 柔道衣（上・下・帯）は新規格柔道衣とし、旧規格柔道衣での出場は認めない。ただし、白帯はこの限りではない。 
　　　新規格柔道衣はJU認定番号・IJFマーク枠が赤色である。

　(6) 皮膚真菌症（トンズランス感染症）については、発症の有無を各所属の責任において必ず確認すること。
　　　感染が疑わしい、もしくは感染が判明した選手について、迅速に医療機関において、明確な治療を行うこと。
　　  もし選手に皮膚真菌症の感染が発覚した場合は、大会への出場ができない場合もある。

　⑴　宿泊希望の学校は、必ず旅館組合を通すこと。別紙宿泊申込書に記入のうえ、下記宛に申し込むこと。


